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「細菌細胞が細胞長の恒常性を維持する機構」	

≪概要≫　	

　 細菌細胞は伸長と分裂を繰り返すことにより増殖する。細菌における細胞長の恒常性が

維持されるためにはこれら二つの要素（伸長と分裂）が協調的に、かつ厳密に制御される

ことが必要となる。それでは細胞分裂のタイミングはどのように細胞伸長と協調して制御さ

れるのだろうか。これまで「細胞はある大きさ（長さ）に達すると分裂する」という閾値モデル

が長い間支持されてきたが、そのモデルを決定づける実験的な証拠は得られていなかっ

た。そこで我々は閾値モデルを検証するためにモデル細菌であるCau lobac te r 
crescentusとEscherichia coliにおいて細胞が伸長し分裂する様子を1細胞レベルで経時

的かつ高精度に観察、解析した。その結果これらの細菌に閾値モデルは適用されないこと

がわかった。一方で、どの大きさの細胞においても、細胞が誕生してから分裂するまでに

伸長する長さの平均値は一定であることを発見した。我々はこの現象こそが細胞長を制御

するメカニズムであると考え、数理モデルを構築しシミュレーション解析を行った。その結果、

「一定の長さだけ伸長し分裂する」というメカニズムだけで細胞長の恒常性を維持すること

が可能であること、またこのメカニズムは対称分裂を行う細菌に限らず非対称分裂を行う 
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細菌にも適用されることが明ら

かとなった。 
　本講演ではデータ解析に使用

した１細胞解析ソフトOuftiを紹

介するとともに最近の関連知見

についても討論したい。 	


